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Ⅰ．はじめに

　2007年、がん対策推進基本計画が策定されてから10年

が経過した。それにより、がん患者の外来治療が推奨さ

れ、がん診療拠点病院では入院、在宅を問わず患者と家

族が可能な限り質の高い生活を送れるための取り組みが

続いている。特に緩和ケアでは診断された時から終末に

いたるまで切れ目ないケアが、施策の重要要件に盛り込

まれている（厚生労働省、2012）。

　わが国では数年にわたり、疾患に偏らず緩和ケア研究

に関する看護研究が多数取り組まれてきた。しかし2007

年、がん対策基本法の施行により実践内容や時期、対象

がどのように変化してきたのか、その研究の動向は明ら

かになっていない。そこで、緩和ケアに関する看護研究

の内容とその動向を明らかにすることを目的に、2006年

から2016年の邦文文献の抄録内容を検討した。

Ⅱ．文献検討の方法

１．検索の手順

　電子データベース医学中央雑誌Web版 ver.5を用いて

「緩和ケア」をキーワードにして文献を検索した。期間

は2006年１月～2016年３月とし、「原著論文」「抄録あ

り」「看護文献」を本研究の対象論文とした。

２．データ収集・分析方法

　抽出された対象論文の抄録をデータとし、テキストマ

イニングによる分析を行った。テキストマイニングとは、

蓄積された膨大なテキストデータを単位に分解し、これ

らの関係を定量化に分析すること（金、2009）である。

今回は樋口ら（2014）が開発したテキストマイニングの

ソフトウェアである「KH Coder」を用いて分析を行っ

た。「KH Coder」は、計量的分析手法を用いてテキスト
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型データを整理または分析し、内容分析を行うために制

作されたものである（樋口、2014）。

　分析方法は、対象抄録の単語頻度分析で出現回数、出

現度の高い単語はそれぞれ関連語を抽出した。関連語と

は、特定の語を含む文書の中に特に高い確率で出現する

語（樋口、2014）を示す。また雑誌掲載年を外部係数と

して共起ネットワークを分析し、2006年からの動向を抽

出した。共起ネットワークとは、関連が特に強い語同士

を線で結んだものである（樋口、2014）。さらに、抄録

全文をクラスター分析し、単語頻度と適合させることで

内容の傾向とした。

Ⅲ．結果

　以下、テキストマイニングにおける抽出語を「 」、関

連語を＜＞で示す。

１．掲載雑誌の種類と文献数の年次推移

　緩和ケアを対象に論述された雑誌のうち、抽出された

文献を筆頭者の所属や職種の傾向をみるために医学系学

会誌、看護学系学会誌、商業誌、紀要、施設内雑誌に分

類した。掲載された数が最も多かったのは、看護系学会

誌で351件、次いで、施設内研究誌が213件であった（表

１）。これらを年次別にみると、2009年と2015年の98件

（11.3％）が最も多く、2007年の58件（6.7％）が最も少

なかった（表２）。

２．抄録の頻出語抽出

　対象論文の抄録から出現回数の多い上位50語を抽出し

た（表３）。これらのうち「看護」2484回、「患者」2292

回、「緩和ケア」1208回、「家族」1046回という４語の出

現度が特に高く1000回を超えていた。

表 1 検索した文献の掲載雑誌一覧                     N=871 
医学系学会誌 

N=68 
Palliative Care Research、ヘルスサイエンス研究、日本統合医療学会誌、
日本農村医学会雑誌  他、29件 

看護系学会誌 
 

N=351 

STOMA: Wound & Continence、千葉看護学会会誌、インターナショナル
Nursing Care Research、看護・保健科学研究誌、せいれい看護学会誌、香
川県看護学会誌、小児がん看護、石川看護雑誌、中国四国地区国立病院機構・

国立療養所看護研究学会誌、日本クリティカルケア看護学会誌、神奈川県立

がんセンター看護師自治会看護研究部会看護研究集録、日本看護医療学会雑

誌、日本看護科学会誌、日本看護学会論文集: 看護管理、長野県看護研究学
会論文集、日本看護学会論文集: 在宅看護、日本看護学会論文集: 看護総合、
沖縄県看護研究学会集録、日本看護学会論文集: 成人看護 I、日本がん看護
学会誌、日本看護学会論文集: 精神看護、日本看護学会論文集: 地域看護、
日本看護学会論文集: 慢性期看護、日本看護技術学会誌、日本看護研究学会
雑誌、日本精神科看護学術集会誌、日本看護学会論文集: 看護教育、日本新
生児看護学会誌、日本看護学会論文集: 小児看護、日本看護学会論文集: 成
人看護 II、日本看護学教育学会誌  他 45件 

商業誌 
 

N=142 

ホスピスケアと在宅ケア、死の臨床、臨床看護、がん看護、看護研究、難病

と在宅ケア、緩和ケア、癌と化学療法、泌尿器ケア、訪問看護と介護、看護

実践の科学、臨床死生学 他 28件                      
施設内紀要 

 
N=98 

沖縄県立看護大学紀要、群馬保健学紀要、岩手県立大学看護学部紀要、高知

女子大学紀要、三育学院大学紀要、新潟大学医学部保健学科紀要、川崎市立

看護短期大学紀要、大阪府立大学看護学部紀要、天使大学紀要、兵庫県立大

学看護学部・地域ケア開発研究所紀要  他 47件                        
施設内雑誌 

 
N=213 

お茶の水看護学雑誌、お茶の水医学雑誌、愛仁会医学研究誌、公立八鹿病院

誌、高知女子大学看護学会誌、埼玉県立がんセンター看護部看護研究集録、

三友堂病院医学雑誌、山梨県立中央病院年報、寿泉堂病院年報、神奈川県立

保健福祉大学誌、全国自治体病院協議会雑誌、新潟県立がんセンター新潟病

院看護部看護研究、函館中央病院医誌、神戸百年記念病院誌、人間看護学研

究、名古屋市立大学病院看護研究集録、川崎市立川崎病院事例研究集録、大

阪大学看護学雑誌、福岡赤十字看護研究会集録  他 87件 
※3件以上掲載された雑誌名を記載 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

表１　検索した文献の掲載雑誌一覧

表 2 文献数の年次推移                     N=871 件 （％） 
年代 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 

文献数 60 
(6.9) 

58 
(6.7) 

69 
(7.9) 

98 
(11.3) 

87 
(10.0) 

76 
(8.7) 

86 
(9.9) 

81 
(9.3) 

96 
(11.0) 

98 
(11.3) 

62 
(7.1) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

表２　文献数の年次推移
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３．「看護」「患者」「緩和ケア」の関連語

　対象データの中で、頻出度合いが高い「看護」「患

者」「緩和ケア」それぞれ３語について関連語を抽出し

た（表４）。「看護」の関連語は＜緩和ケア＞がもっと強

く共起しており Jaccard係数が0.5653であり、次いで

＜行う＞や＜結果＞であった。「患者」の関連語は、

＜家族＞が最も強く共起しており Jaccard係数が0.4476

であり、次いで＜病棟＞や＜終末＞であった。「緩和ケ

ア」では、＜看護＞が最も強く共起しており Jaccard係

数は0.5653、次いで＜病棟＞が強く共起していた。

表３　論文抄録の頻出語上位50件表 3 論文抄録の頻出語上位 50件 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

表４　「看護」「患者」「緩和ケア」の関連語の比較表 4 「看護」「患者」「緩和ケア」の関連語の比較 
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表５　対象抄録から抽出された語のクラスター分析結果表 5 対象抄録から抽出された語のクラスター分析結果 

 

 
 
 
 

 
 
 
図 1 雑誌掲載年を外部係数とした共起ネットワーク 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

〇：抽出語の頻度を示す 

□：外部係数 

線の太さ：Jaccard係数の大きさを示す 

図１　雑誌掲載年を外部係数とした共起ネットワーク

線の濃さ
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４．雑誌掲載年と用語の共起ネットワーク

　論文が掲載された年を外部変数として共起ネットワー

クを分析した（図１）。その結果、2006年では、＜症状＞

＜治療＞＜希望＞の用語が強い関連を示していた。2008

年では＜痛み＞＜入院＞＜援助＞＜効果＞、さらに両年

とも＜緩和＞が強度の結びつきを示す用語であった。

2009年～2012年は＜看護＞＜緩和ケア＞の用語を中心と

して、＜疼痛＞＜病棟＞＜調査＞＜癌＞＜ケア＞＜支援＞

が関連を示した。しかし2013年では＜ケア＞＜終末＞

＜がん＞＜家族＞が＜看護＞＜緩和ケア＞の用語に強く

関連し、2014年～2015年へと繋がっていた。2014年～

2016年になると＜苦痛＞＜研究＞＜目的＞＜分析＞＜明

らか＞＜考える＞という新たな用語が関連を示すように

なっていた。

５．抽出語によるクラスター分析

　さらに対象データから抽出語によるクラスター分析を

行い、類似性を検討した（表５）。クラスター１では、

「看護」「患者」「緩和ケア」を中心に「家族」「ケア」

「病棟」「終末」などが抽出され、緩和ケアに関する看護

実践研究内容が示された。クラスター２では、「実施」

「必要」「研究」を中心に「方法」「効果」「変化」などが

抽出され、緩和ケアの効果についての研究内容が示され

た。また、クラスター３では、「看取る」「教育」「アン

ケート」「回答」などが抽出され、緩和ケアにおける継

承や教育に関連した内容が示された。

Ⅳ．考察

１．文献からみた緩和ケアにおける看護研究の動向

　緩和ケアにおける看護研究の年次推移をみると2009年

より論文数が増加している。これは2007年までは、緩和

ケアはホスピスのような終末期の特別な医療とされてい

た（大西・飯野、2011）。しかし、2007年にがん対策基

本法が施行され、2008年に緩和ケアの提供体制の整備が

始まり、2010年には全てのがん診療拠点病院が要件を満

たしている（門田ほか、2012）。つまり、緩和ケアはホ

スピス病棟に留まらず一般の病院でも緩和ケアチームが

整備されたため専門の看護師が関わり、それにより看護

研究が取り組まれるようになったと考えられる。

２．緩和ケアに関する看護研究の内容

　共起ネットワークによる用語の関連性をみた結果、

2008年以前は疼痛に対する治療や効果に関する用語が抽

出されていた。しかし2009年には「緩和ケア」が「看

護」と強く共起している。これは2008年、がん診療連携

拠点病院の指定要件の見直しが行われ、緩和ケアチーム

の構成員に専従の看護師が明記された（門田ほか、

2012）。そのため、緩和ケアチームでの看護の役割、配

置がより明確となったことで関心が高まったことが考え

られる。

　さらに2013年には「家族」「終末」の用語が関連し、

特に「家族」は「患者」と最も強い関連語として抽出さ

れた。このことから緩和ケア研究では、患者だけでなく

家族も重要な研究対象であることが推察できる。二井谷

ほか（2007）は、「緩和ケアの場において家族も患者と

の関係で困難を感じている」と報告しており、今後も家

族を含めた緩和ケア研究が重要であると考える。さらに

頻出語から緩和ケアの対象となる時期は、がん疾患の終

末期が多いことが示唆された。これは日本における緩和

ケアがホスピスケアやターミナル期を対象としてきた歴

史（大西・飯野、2010）が影響していると考える。田中

（2011）は、「緩和ケアは積極的治療をサポートし相補し

あい、治療がなくなったがん難民をなくすためにシーム

レスが求められている」と述べている。国民病といわれ

るがん疾患との共存が叫ばれる中、緩和ケアは診断初期

から終末期に至るまで途切れのない継続的なケアとして

今後も必要性が高まると考える。

３．緩和ケアにおける看護研究の今後の方向性

　Temel JS et al.（2010）は、早期からの緩和ケアの効

果を報告しており、日本でも同様にその重要性が認識さ

れてきている（坂下ほか、2016）。2016年末には改正が

ん対策基本計画が策定され、2018年度には第３期がん対

策推進基本計画が施行する。がん対策において緩和ケア

は必要不可欠な医療行為といえる。今後は診断されたと

きからの緩和ケアなど、切れ目のない実践研究が重要と

考える。
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